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水巻町の素顔を追う（24時間マラソン取材）
まちは生きています。24時間眠　　広報では、9月20日午前9時か
ることはありません。3万人が暮　ら21日の午前9時までの24時間、
らす水巻町。みんな夢や希望を追　水巻町に生きる人たちを追ってみ
いながら、1日1日を大切に生き　ました。わずか1日、24枚の写真
ています。このまちは、いったい　ですが、刻々と変化する「まちの
どんな香りがするのでしよう－。素顔」を記録しました。
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まだみんなが眠っているとき、黙々と働い
ている人たちがいます。夜明けとともに通勤

する姿があります。太陽の光の中で仕事に精
を出す人がいます。子供たちの明るい笑顔が
あります。1990年の水巻町は元気です。
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おじいちゃん
おばあちゃん
いつまで寺
長生きしてね

敬老の日の9月15日、吉田保育

所バラ組のおともだち18人は、吉
田三区の敬老会にお祝いに出かけ

ました。会場では約80人のお年寄

りが「いらっしゃい。よく来たね」
と笑顔で歓迎。

園児たちは、「南の島のハメハ

メハ大王」を踊ったり「うさぎと
カメ」を歌ったりした後、「おじ

いちゃん、おばあちゃん、いつま

でも元気で長生きしてください」
と大きな声であいさつしました。

会場のお年寄りは、かわいい演
技に大感激。「ありがとう。また

来てね」と大きな拍手が湧きまし

た。今年初めて参加した影佐フジ
さん（70歳）は「こんなに祝って

もらってありがたいことです。写
実をパテパテ撮りました」と大喜

びでした。

体力増進のためのスポーツ教室
が9月から始まりました。中でも

総合運動公園の人工芝コートで開
かれた「硬式テニス教室」は大変

な人気です。60人の定員に倍以上
の応募者が殺到し、とうとう抽選

で受講者を決めました。
初回、ニ回目はあいにくの雨で

延期。三回目の9月26日に、やっ
とコートに出て練習しました。

初めてラケットを握った神官智

恵子さん（伊左座）は「コーチの
方がとても面白くて楽しいです。

過一回といわず毎日でも来たい気

分です。早く上達するよう頑張り
ます」と、はりきっていました。

テニス教室は、毎週水曜日の午
後7時30分から。星空の下でさわ

やかな汗を流しています。Ｃや）

星空にスマッシュ

硬式テニス教室

交通安全の功労者

上原さんと

小手川さんに

蓑彰状

交通安全の功労者、上原萬三郎さ
ん（吉田三・58歳）と、小手川静子
さん（高松団地・55歳）にこのほど
県知事と県交通安全協会長から表彰
状が贈られました。
上原さんは、昭和35年から折尾交
通安全協会の評議員や役員を歴任。
長年の献身的な活動が評価され、交
通安全運動の功労者として県知事か

ら表彰されました。「これからも事

故防止のため頑張ります」と喜びも

ひとしおです。

小手川さんは評議員を初めて20年。
地区協会の役員としての功績が認め

られ、県交通安全協会長から表彰さ
れました。「地道な努力が報われま

した」とニッコリ。長い間のボラン
ティア活動、お疲れさまです。



見事な出来栄えでしょ
「わぁ、こんな色になるの」と、みまき教室のみなさ

ん。9月10日は陶芸講座の窯出しの日でした。高齢者の

趣味講座「みまき学級」は、6月25日から頃末大西の陶

芸室で陶器づくりにチャレンジしています。毎週月曜日

の午後は、粘土をこねたり、伸ばしたり。これまでに、

菓子皿、銘々皿、筒掛花人などを作ってきました。

そして待ちに待った窯出しの日。期待に胸がふくらみ

ます。「わぁ－これは私のよ」見事な色彩の作品に歓声

が湧きます。「思わぬ結果が出てびっくりしました」と

楠本冨士男さん（猪熊・67歳）。「焼いたら縮むんです

ね」と大関美津さん（下二・65歳）。テーブルを囲んで、

焼き物談議に花が咲きました。

み　き

河守神社にまつ寺と未来さん
9月28日と29日の2日間、河守神社で秋祭りがありま

した。境内に設置された舞台では、にぎやかに奉納演芸

大会。舞踊や三味線に続いて、今年はクラウンレコード

の新人歌手、まつもと未来さん（八幡西区永犬丸）も登

場。デビュー曲「好きです福岡」のはか、テレビでおな

じみの「おどるポンポコリン」などを披露すると、会場

の子供たちは大喜び。松本さんは握手攻めに合いながら

も「私の顔を覚えてね」としっかりＰＲ。

演芸会では、吉田小学校の自我徹郎校長が作詞した堀
すいこかわもり

川と河守神社の漢詩「水活河守」も紹介されました。境

内ではイカ焼きやうどんの夜店も大繁盛。夜遅くまでた

くさんの人でにぎわいました。

ナイスショット！
3か月前、遠賀川河川敷公園（猪熊）に、県内で初の

ターゲットパートゴルフ場がオープンしました。その後

愛好者も増え、ターゲットバードゴルフの同好会「御牧

会」も発足。9月30日は、第1回目の総会と競技大会が

開かれました。

この日は台風の影響で、時折、激しい雨が降りました

が、約50人の参加者は熱心にプレイ。この競技は、羽根

の付いたシャトルをゴルフクラブで打つという、珍しい

スポーツです。会長の松尾徳之祐きん（古賀）は、「ま

だあまり知られてないようですね。高齢者やご婦人の生

き甲斐づくりのために、広く宣伝して仲間を増やした

い」と話していました。　　　　　　　　　　　Ｃや〕

両極は寒い！？
9月29日、猪熊水泳スポーツ少年団と猪熊水泳同好会

の合同企画で、「南極の勉強会」が催されました。講師

は、南極越冬隊の経験者、日高秀夫さん（九州共立大学助

教授）。会場の樋口公民館には約80人の親子が集まりま

した。日高さんは、地球儀を逆さにしながら「オースト

ラリアの地球儀は南極が上にあるんですよ」と、話をは

じめました。そしてスライドを使いながら、氷点下50度

の昭和基地の生活や、2か月も絶食を続けて卵を温める
▲ろ

ペンギンのこと、アザラシの親子のこと、トイレや風呂

の仕方など、珍しい体験談を紹介しました。

会場からは「南極にもゴキブリはいますか」とか「南極

の氷はおいしいですか」と次々に質問が飛び出しました。



村田英雄ショー
＆カラオケ大会

」
刀
ラ
オ
ケ
大
会

あ
ま
り
の
う
ま
さ
に

町
長
も
び
っ
く
り

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
二
次
予
選
は
、
午

前
十
一
時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
堀
田

勇
さ
ん
の
　
「
男
の
花
吹
雪
」
を
皮
切
り

に
、
一
次
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
二
十
一

人
が
次
々
に
自
慢
の
の
ど
を
披
露
。
会

場
か
ら
は
「
う
ま
い
な
ぁ
ー
」
と
、
た

め
息
が
漏
れ
ま
す
。
審
査
結
果
の
発
表

は
、
元
プ
ロ
歌
手
の
英
四
郎
さ
ん
。
決

勝
へ
は
十
二
人
が
進
出
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
午
後
六
時
か
ら
。
審
査
委

員
長
は
村
田
英
雄
さ
ん
で
す
。
晴
れ
の

舞
台
だ
け
に
、
衣
装
に
凝
っ
た
出
場
者

が
目
立
ち
ま
す
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は

佐
藤
千
韓
江
き
ん
の
　
「
乱
れ
花
」
。
審
査

が
進
む
に
つ
れ
「
こ
ん
な
に
上
手
な
人

が
い
る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
、
伊
藤
町
長
も
び
っ
く
り
。
白
石
議

長
も
「
採
点
に
往
生
し
よ
り
ま
す
」
と

〓
弓
審
査
の
結
果
、
優
勝
は
中
村
忠

雄
さ
ん
、
準
優
勝
は
山
畑
祐
昭
さ
ん
、

三
位
は
広
瀬
美
代
子
さ
ん
に
決
定
。



心
の
演
歌
で

千
八
十
一
人
を
魅
了

カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
1
2
人
が
決
勝
進
出
。

優
勝
は
役
場
の
中
村
忠
雄
さ
ん
。

2
次
予
選
会
出
場
者
の
み
な
さ
ん
（
括
弧
内
は
曲
名
）

村
一
日
莱
櫨
シ
ョ
ー

演
歌
の
盲
【
髄

…
ｌ
‘
曲
を
披
露

町
制
五
十
周
年
記
念
事
業
の
最
後
を

飾
る
「
村
田
英
雄
シ
ョ
ー
」
は
、
昼
の

部
と
夜
の
部
の
二
回
に
分
け
て
開
か
れ

ま
し
た
。
会
場
の
入
口
は
、
開
演
の
三

時
間
前
か
ら
ゴ
ザ
を
持
っ
て
並
ぶ
お
年

寄
り
た
ち
で
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。

と
に
か
く
す
ご
い
人
気
で
す
。

「
や
～
る
と
思
え
ば
、
ど
こ
ま
で
や

る
さ
♪
」
と
、
一
曲
目
が
始
ま
る
と
、

会
場
は
せ
き
払
い
一
つ
聞
こ
え
な
い
ほ

ど
静
ま
り
ま
す
。
村
田
さ
ん
が
、
楽
し

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
今
年
の

新
曲
「
山
蕗
火
」
や
、
古
賀
政
男
作
曲

の
「
無
法
松
の
一
生
」
な
ど
十
二
曲
を

歌
い
あ
げ
る
と
、
会
場
か
ら
は
割
れ
る

よ
う
な
拍
手
の
嵐
。
「
さ
す
が
プ
ロ
や

ね
ー
」
と
感
心
す
る
姿
も
ー
。

「
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
、
は
る
か
に

素
敵
で
す
ね
」
と
汐
川
環
世
さ
ん
（
頃

未
）
。
八
十
六
歳
の
伊
藤
リ
エ
さ
ん
（
吉

田
三
）
も
、
「
涙
が
出
る
ほ
ど
感
激
し

ま
し
た
」
　
と
の
感
想
。
Ｃ
Ｄ
レ
コ
ー
ド

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。



健康づくりシリーズ㊨

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
健
康
」
に
関
す
る
い
ろ
い

ろ
な
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
目
の
手
術
を
恐
が
っ
て
い
る
人
の
参
考
に
な
れ
ば
…
」
と
、
菊
澤

フ
サ
工
さ
ん
が
体
験
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
の
四
月
、
自
転
車
に
乗
っ
て
買

い
物
に
行
く
途
中
、
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
倒
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
今
ま
で
に
二

回
、
右
目
の
緑
内
障
の
手
術
を
し
た
の

で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
視
力
が
な
く
、
不

自
由
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
「
事
に
あ
た
ら
な
く
て

よ
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
で
帰
っ
た
の

で
す
が
、
友
人
か
ら
「
詳
し
く
調
べ
て

み
た
ら
…
」
と
言
わ
れ
て
、
今
ま
で
受

診
し
て
い
た
病
院
を
か
え
て
み
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

の
も
の
に
入
れ
か
え
る
白
内
障
の
手
術

は
で
き
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
右
目
に
も
白
内
障
の
手

術
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
、
大
変
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

手
術
の
準
備
に
一
時
間
く
ら
い
、
実

際
の
手
術
は
、
手
術
室
の
奥
か
ら
か
す

か
に
流
れ
る
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
二

十
分
く
ら
い
で
終
わ
り
ま
し
た
。

局
所
麻
酔
で
行
う
の
で
、
手
術
中
は

先
生
の
言
動
が
分
か
る
の
で
す
が
、
手

術
前
に
「
不
安
が
な
く
な
る
ま
で
、
何

度
も
何
度
も
お
読
み
く
だ
さ
い
」
と
い

っ
て
渡
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
先

生
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
の

説
明
の
お
か
げ
で
、
手
術
や
、
そ
の
後

の
こ
と
に
対
す
る
不
安
も
ま
っ
た
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

言
葉
で
は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
手
術
の

後
、
右
目
か
ら
と
り
出
し
た
水
晶
体
を

見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
小
さ
く
、
こ

な
ご
な
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
三
十
六

歳
で
夫
を
亡
く
し
、
四
人
の
子
を
育
て

る
た
め
、
目
を
使
う
洋
裁
の
仕
事
を
続

け
な
が
ら
、
酷
使
し
続
け
て
き
た
自
分

の
目
の
中
の
レ
ン
ズ
で
し
た
。

こ
の
体
験
を
機
に
、
残
さ
れ
た
人
生

の
一
日
一
日
を
、
反
省
と
感
謝
の
気
持

ち
で
生
き
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て

も
、
私
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ

た
人
は
、
あ
き
ら
め
な
い
で
手
術
に
臨

ん
で
欲
し
い
と
患
い
ま
す
。

アン
ケートの
結果がまとまりました。

今
年
六
月
に
実
施
し
た
「
納
税
者

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
国
民
健
康
保

険
税
の
納
税
者
四
千
八
十
六
人
を
対

象
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち

回
答
が
あ
っ
た
の
は
二
百
七
十
七
人

で
、
回
収
率
は
六
・
八
％
で
し
た
。

Ｑ
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
を

6
月
か
ら
3
月
ま
で
の
用
期

Ｓ
先
生
か
ら
の

ア
ド
バ
ノ
「
ス

に
変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が

ど
う
患
わ
れ
ま
す
か
。

評
判
の
よ
か
っ
た
Ｓ
眼
科
に
受
診
し

て
、
　
「
す
ぐ
手
術
を
し
た
は
う
が
い

い
」
と
い
う
診
断
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
ず
っ
と
、
緑
内
障
の
人
は
、
目
の

レ
ン
ズ
の
役
割
を
す
る
水
晶
体
を
人
工

臓
腑
を
は
ず
し
た
ら

．
押
び
光
が
…
…

手
術
か
ら
四
日
後
、
眼
帯
を
は
ず
し

た
時
の
、
再
び
光
を
も
ら
っ
た
善
び
は

ｒ

目
の
手
術
と
い
う
と
「
恐
し
い
か
ら

全
身
麻
酔
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
患

者
さ
ん
か
ら
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
体

の
た
め
に
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
手
術
は
、
術
後
の
過
度
の

安
静
に
よ
っ
て
、
寝
た
き
り
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
特
に
気
を
通
い
ま
す
。

目
の
手
術
は
不
安
の
解
消
が
大
切
で

す
。
特
に
高
齢
者
の
場
合
は
、
本
人
が

手
術
に
対
し
て
納
得
し
て
い
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
理
解
が
必
要
で
す
。

な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

一
回
当
た
り
の
納
税
額
を
少
な
く
し
、

月
々
の
生
活
に
合
わ
せ
た
納
付
方
法
に

変
え
る
こ
と
を
望
む
意
見
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
現
在
、
納
期
の
多
親
化
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
…
捕
縄
紺
…
摘
…

し
た
い
と
患
わ
れ
ま
す
か
。

現
在
の
国
保
税
の
最
高
額
は
四
十

二
万
円
で
、
一
期
に
十
万
五
千
円
に

な
り
ま
す
。
今
の
ま
ま
で
良
い
と
答

え
た
人
の
中
に
は
、
わ
ず
ら
わ
し
く

ｒ
∴

郵
便
局
の
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
町
で
は
、
納
税

の
わ
ず
ら
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、
正

し
く
、
遅
れ
る
こ
と
な
く
納
税
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
口
座
振
替
の
利
用
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
郵
便
局
で
も
取
扱

い
が
で
き
る
よ
う
検
討
中
で
す
。



563人が熱戦を展開

●リレー男子の部
〔優　勝〕頃末水泳
〔準優勝〕吉田水泳
●リレー女子の部
〔優　勝〕机水泳
〔準優勝〕吉田水泳
●総合の都
〔優　勝〕頃末水泳
〔準優勝〕吉田水泳

●5・6年生の都
〔優　勝〕頃末女子
〔準優勝〕頃末男子
●4年生以下の都
（ミニソフトバレー）
〔優　勝〕頃末Ａ
〔準優勝〕頃末舅子

9
月
2
日
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

総
合
競
技
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

5
6
3
人
の
団
員
が
、
町
内
5
つ
の
会
場

で
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

●小学生の部
〔優　勝〕

吉田剣道Ａ
〔準優勝〕
伊左座剣道Ａ

●中学生の部

〔優　勝〕吉田剣道
〔準優勝〕机剣道Ａ

〔準優勝〕机ロイヤルズ

＋ Ｉ∴ ．く．た・′・．「 妾 菓蓬 ＩＩや

献 ロイ泰 ル諾 0 3 0 ．・；0 ．、0 ｄ，・′＿1．′身

伊老廃やン孝で深．之・1 ．．′1 〇 0 ＯＩ1 ￥浄

イマージュが優勝
ビーチボールバレー選手権大会

9月13日、町民体育館

で開かれたビーチボール

バレー大会には、16チー

ム、80人のお母さんたち

が参加。リンクリーグ戦

を勝ち抜いた4チームが
決勝トーナメントで熱い

火花を散らしました。
●優　勝　イマージュ

●準優勝　パラチーム

●三　位　ひまわリ

とこ角め固体に
出場します。

国民体育大会秋季

大会が10月21日から

26日までの6日間、
県内の各会場で開か

れます。

水巻町からは、次

の4人が福岡県代表
として出場します。

ご声援ください。

・≡…．一芸勝 ．藤 、畿 ・≡……こ・≡＿漉 ；‾ｉ…楚 ご 獲 ｉ－≡‾蕨 ｉ、・垂墓ｉ！；機 ；葉蒸轢－至芸

陸　 上 」選手† 森下貞義 吉田団地 戸畑中央高校

ホッケー（選手）．瀬戸孝一 伊 左 座 三 菱 化 成 揖

満 擁 酢 題 潮 荒枚東嶺 頃 、 末 自　悠 学．園

陸 上 （コーチ＋ 福沢矩彦 頃　　 末 水草帝中学校

平
成
二
年
四
月
現
在
の
口
座
振
替

件
数
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
水
道

料
金
や
住
宅
使
用
料
に
比
べ
、
町
蘭

の
利
用
率
は
低
く
、
現
在
の
利
用
者

は
約
四
分
の
一
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と

あ
な
た
は
現
在
、
口
座
撥
著

を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

口座振替の利用状況（平成株4月現在）
′・・ぉ、　 ニか・ご
ま，．′ｉこ．ノ湧 冊 難 さノ′莞1・・芸： 簑激 甚 禦 ；ノ・更

固 定 資 産 税 7 ．2 0 5 1 ，8 45 2 5 ．6 ％

町　 県　 民　 税 3 ，6 4 2 832 2 2 ．8 ％

軽 自 動 車 税 6 ，70 4 492 7 ．3 ％

国 民 健 康 保 険 税 4 ，0 86 8 56 21 ．0 ％

国 民 年 金 保 険 料 2 ，7 2 1 6 67 2 4 ．5 ％

水 道 使 用 料 10 ，4 56 5 ，7 00 54 ．5％

住 宅 使 用 料 2 ．0 30 1 ．0 27 50 ．6 ％

ま
だ
ま
だ
口
座
振
替
を
希
望
し
て
い
る

人
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
郵
便
局
の
口

座
振
替
の
制
度
化
と
合
わ
せ
て
、
現
在

行
っ
て
い
る
金
融
機
関
で
の
口
座
振
替

も
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
と
患
い
ま

す
。
口
座
振
華
を
希
望
す
る
人
は
、
気

軽
に
役
場
納
税
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

∧
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｖ



防
衛
施
設
庁
で
は
、
住
宅
の
防
音
工

事
で
取
り
付
け
ら
れ
た
ク
ー
ラ
ー
な
ど

の
電
気
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
平
成
2
年
3
月
ま
で
に
防

音
工
事
が
終
わ
り
、
生
活
保
護
法
に

よ
る
生
活
保
護
な
ど
を
受
け
て
い
る

人
に
限
り
ま
す
。

福祉まつり
10月28日（日）
午前10時～午後3時
中央公民館・広場
講演・映画・展示・もちつ
き大会・車いす書式乗会など

き
　
ろ
容
こ

と

と
内

●
対
象
期
間
　
平
成
2
年
6
月
1
日
か

ら
9
月
3
0
日
ま
で
の
4
か
月
間

●
助
成
額
　
あ
な
た
が
支
払
っ
た
平
成

2
年
6
月
か
ら
9
月
ま
で
の
各
月
ご

と
の
電
気
料
金
か
ら
、
基
準
月
の
電

気
料
金
を
そ
れ
ぞ
れ
差
し
引
い
た
額

の
合
計
額
。
一
万
円
が
限
度
で
す
。

基
準
月
は
、
3
月
か
ら
8
月
ま
で

の
う
ち
、
芦
屋
基
地
の
全
対
象
者
の

合
計
電
気
料
金
が
最
低
の
月
で
す
。

こ
れ
は
、
防
衛
施
設
周
辺
整
備
協
会

千

で
計
算
し
て
決
め
ま
す
。

●
手
続
き
　
1
0
月
1
日
の
生
活
保
護
費

支
給
日
に
配
布
し
た
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
1
0
月
3
1
日
ま
で
に

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
持
た

な
い
人
は
、
役
場
財
政
課
管
財
係
で

お
渡
し
し
ま
す
。

●
同
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　
防
衛
施
設

周
辺
整
備
協
会
九
州
支
所
（
行
橋
市

大

橋

三

丁

目

2

1

1

）

℡

（

0

9

3

0

2

）

4

局

2

8

4

7

番

へ

●
注
　
意
　
こ
の
制
度
は
、
対
象
者
の

申
請
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
申
請

が
な
い
場
合
は
助
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

課中
東
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
原
油
価

格
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
石

油
製
品
な
ど
の
便
乗
値
上
げ
を
監
視
す

る
た
め
「
物
価
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ

な
ど
、
物
価
に
つ
い
て
の
意
見
や
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
福
岡
県
物
価
ダ
イ
ヤ
ル
（
0
9
2
）

6

3

1

局

0

4

5

1

番

へ

あ
な
た
の
技
能
を
国
家
試
験
で
試
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
た
だ
今
、
技
能
検
定

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

技
能
検
定
は
、
職
種
ご
と
に
特
級
、

一
級
、
二
級
、
単
一
級
に
分
け
て
実
技

と
学
科
試
験
を
行
い
ま
す
。
職
種
は
鉄

工
、
菓
子
製
造
、
和
裁
、
電
気
製
図
、

塗
装
、
配
管
な
ど
六
十
二
種
類
が
あ
り

ま
す
。
合
格
者
に
は
労
働
大
臣
や
県
知

事
か
ら
証
書
が
交
付
さ
れ
、
「
技
能
士
」

と
い
う
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●
申
請
書
の
受
付
　
1
0
月
1
8
日
ま
で

●
受
験
資
格

【
特
　
級
】
一
級
合
格
後
五
年
以
上

【
一
級
】
実
務
経
験
十
二
年
以
上

ま
た
は
二
級
合
格
後
五
年
以
上

【
二
　
級
】
実
務
経
験
三
年
以
上

【
単
一
級
】
実
務
経
験
五
年
以
上

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
福
岡
県
職

業
能
力
開
発
協
会
〒
8
1
3
福
岡
市
東
区

千
早
五
丁
目
2
－
2
4
℡
（
0
9
2
）

6

7

1

局

1

2

3

8

番

へ

県
で
は
、
身
体
障
害
者
や
戦
傷
病
者

に
該
当
す
る
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の
た
め

に
、
年
に
一
回
の
巡
回
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
9
日
（
金
）
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
2
時
3
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
水
巻
町
中
央
公
民
館

●
内
　
容
　
補
装
具
の
適
合
判
定
・
更

生
医
療
な
ど
身
体
障
害
者
に
つ
い
て

の
相
談
（
内
部
障
害
は
除
き
ま
す
）

〔
こ



1
0
月
1
7
日
か
ら
2
3
日
ま
で
の
一
週
間

は
「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す
。
県
で

は
こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
、
漢
方
薬
な

ど
の
正
し
い
知
識
を
普
及
さ
せ
る
た
め

「
身
近
な
薬
草
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
1
0
月
1
6
日
か
ら
1
8
日
ま
で

●
と
こ
ろ
　
福
岡
市
天
神
地
下
街
イ
ベ

ン
ト
コ
ー
ナ
ー

●
内
　
容
　
薬
草
の
展
示
・
薬
用
酒
の

作
り
方
の
展
示
・
薬
草
種
子
の
配
布
・

く
す
り
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
・

パ
ネ
ル
展
示
な
ど

●
同
い
合
わ
せ
　
役
場
健
康
対
策
係
へ

遠
賀
保
健
所
で
は
、
乳
児
を
持
つ
母

親
を
対
象
に
、
乳
児
健
診
と
離
乳
食
の

調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
1
0
月
1
6
日
（
火
）
午
後
ｌ

時
か
ら
2
時
ま
で
受
付
。

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
栄
養
指
導
室

●
内
　
容
　
「
離
乳
食
の
す
す
め
方
」

講
義
と
調
理
実
習
と
試
食

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
健
康
対
策
係
へ

小
・
中
学
生
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
、
今
ま
で
学
校
で
集
団
接
種

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
試
験

的
に
、
医
師
会
が
指
定
し
た
町
内
の
医

療
機
関
で
、
個
別
接
種
を
す
る
こ
と
に

変
わ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
接
種
期
間
　
1
0
月
1
日
～
1
2
月
2
7
日

●
料
　
金
　
無
料
（
問
診
票
が
い
り
ま

い　みな酌幼 河口堰管理
わ 国 体 感 支所東側

）連帯感
Ｊレー」
ニ前中に　 票 烹④

噂単打 ∴∴つ憩義盛
′－して　　　　　　　 。わも
「。町内 第三保育所前
と生か走
）声援を

酎慎
二拝　　 信　雑

7 －
「 ＝ 毒水巻町

浄役場

奈　号　線

／－
■■－　　－　　閻■　　－

ひた、賢 十 十 ㍉ 朝 牒 彿

申・伊左　　　　 浸潤

はな且　　　　　　　 題ｌ ｓｍも
禁‰ ㍉ 十 十 肛 鯛 ①

乱隙
脾49分　　　　　 地；ｉ姜

・頃末小）
1時10分

1轟「十■ザ義
く炬火リレーコース略図〉

が、

びうめ国体の

10月17日の午
水巻町内を通過

和布刈公園で採

「海につどう出
中間市カ

た

火」を、

5区間リレ継ぎ、

芦屋町に渡します

の元気な小
沿道でのります。

お願いします。

く通過予定時
⑥大塔橋10時2
（走者：水巻南
座小）
③垣湊町住
（走者：水巻南
中）
③水巻町役場1
（走者：水巻申
④第三保育所1
（走者：水巻中
⑥猪熊バス停1
（走者：水巻中・猪熊小）

す
。
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

●
指
定
医
療
機
関
　
入
江
整
形
外
科
・

浦
野
整
形
外
科
・
楠
本
内
科
・
楠
本

内
科
小
児
科
・
全
州
病
院
・
中
村
内

科
・
水
巻
共
立
病
院
・
村
田
内
科
・

森
田
医
院
・
渡
辺
外
科
（
校
区
に
関

係
な
く
接
種
で
き
ま
す
。
診
療
時
間

内
に
受
け
て
く
だ
さ
い
）

●
接
種
方
法
一
～
四
週
間
を
あ
け
て

泡

短 歌 ・ 頚讃′監護

【題　 歌】

菊または雑詠養省をはがきだ奮 ・；っ：・、

いて瀾 月別日までに田中秀樹 準

熊野佳日5号さあでお送りくださ蟻

素13回観菊短歌大会

●と　 き11月6 日血

午前捕縛から

●ところ　 中央公民館 1 階兼和室

ｌ俳　 句1

当季雑詠五句をはがきに奮洛怒黄

10月15 日までに田中博幸 し下二 ・

551の射 あてお送りください。

俳句大会

′と　 き 11月 6 日快）

牛後6 筒38分から ‾－・

着ところ　 中央公窺館 1 極東和室

【 詩′】．

．発表したし編著を書いて、18月23

日までに中央公民館内 璃狛漉す圭

ーウル」あてお送りください。

2
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
健
康
対
策
係
へ

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
梅
ノ
木
団
地
　
田
中
　
好
弘
様

●
猪
　
熊
　
　
　
藤
田
　
秀
数
様

（
火
事
見
舞
返
礼
）

香
典
返
し
と
し
て

●
鯉
口
団
地
　
故
・
古
市
　
静
子
様

古
市
　
太
市
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
増
本
　
チ
ヨ
様

増
本
一
郎
様

●
高
松
団
地
　
故
・
古
川
　
繁
春
様

古
川
幸
三
郎
様

●
頃
　
末
　
　
故
・
宮
本
　
富
雄
様

宮
本
　
重
雄
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
宮
本
　
時
雄
様

宮
本
パ
ル
コ
様

●
み
ず
ほ
団
地
故
・
高
橋
　
春
一
様

高
橋
二
美
子
様

●
　
二
　
　
　
故
・
増
田
　
清
次
様

増
田
ス
ズ
エ
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
小
森
田
松
子
様

小
森
田
一
男
様

●
樋
　
口
　
　
故
・
大
場
　
改
善
様

大
場
　
勝
　
様

物
品
寄
付
と
し
て

●
小
倉
北
区
　
　
村
上
兼
三
郎
様

（
電
動
ベ
ッ
ド
）

交
通
遺
児
へ

●
頃
　
末
　
　
馬
場
　
緑
様

（
福
岡
県
交
通
事
故
被
害
者
援
護
協
会

へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）



与まさ∴人

作
品
に
は
、
作
り
手
の

気
持
ち
が
表
れ
ま
す
ね
。

自
然
を
織
る
　
中
本
幹
雄
㌔
（
4
0
歳
・
美
吉
野
団
地
）

●
草
木
染
め
の
木
綿
を
織
っ
て
1
4
年
、
手
作
り
に
こ
だ
わ
る
染
織
師
。

賢

：…ニ云

さま
勲

隻

女
ミ
・．・Ｗく．ノ1ここウノ、

．、‾．三濯 ．コ、＿＿‾璧ここここ－．．・Ｈミ・

塞 引 き 作 業 は 正 座 で す ． 左
事 磁 接

引 き 、 右 手 で 糸 車 を 回 し ま す 。

田
口
後
州
記

ｔ
ｌ
ｔ
適

椚
渾
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ぎ
霊
場

・
、
至
．
二
．
．
漣

－　　　　　　　　　　－

手て草糸
機だ木を

でで引
織染き
るめ、
0て

ヽ

「
ト
ン
、
ト
ン
、
カ
ラ

ら

そ

う

美
吉
野
団
地
の
一
角
、
織
工
房
「
羅
双

じ

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

た

樹
」
を
訪
ね
る
と
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
機

の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

機
を
織
っ
て
い
る
の
は
、

さ
ん
と
姉
の
扶
佐
子
さ
ん
。

中
本
幹
雄

昔
な
が
ら

の
伝
統
技
法
で
、
綿
か
ら
糸
を
引
き
、

木
の
実
や
草
な
ど
の
植
物
染
料
で
染
め

手
機
を
使
っ
て
布
を
織
り
あ
げ
ま
す
。

幹
雄
さ
ん
が
手
織
り
の
魅
力
に
取
り

付
か
れ
た
の
は
昭
和
五
十
一
年
。
山
陰

か
す
ｈ
ソ

地
方
で
餅
の
織
り
方
を
学
ん
で
い
た
扶

佐
子
さ
ん
を
訪
ね
た
時
で
し
た
。

「
姉
に
教
わ
り
な
が
ら
コ
ー
ス
タ
ー

を
織
り
ま
し
た
。
何
度
か
織
っ
て
い
る

う
ち
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

一

使
う
人
に
気
持
ち
が

伝
わ
る
か
ら
、

手
が
抜
け
ま
せ
ん
。

幹
雄
さ
ん
は
木
綿
一
筋
。
カ
ラ
コ
ロ

と
糸
車
を
回
し
て
糸
を
引
き
ま
す
。
原

綿
に
は
「
海
島
綿
」
と
い
う
珍
し
い
綿

を
使
い
ま
す
。
綿
毛
が
長
く
、
強
く
て

し
な
や
か
で
す
。
糸
に
す
る
と
絹
の
よ

う
に
光
沢
が
あ
り
ま
す
。

手
引
き
の
糸
は
「
草
木
染

め
」
で
す
。
化
学
染
料
は
一

切
使
い
ま
せ
ん
。

「
植
物
染
料
は
、
や
さ
し

い
光
を
持
っ
て
い
ま
す
。
な

か
な
か
思
い
ど
お
り
の
色
は

出
せ
ま
せ
ん
が
、
私
は
草
木

染
め
の
深
い
味
わ
い
に
こ
だ

わ
っ
て
作
品
を
作
っ
て
い
ま

す
」
と
幹
雄
さ
ん
。

特
に
、
餅
の
場
合
は
神
経

を
遣
い
ま
す
。
図
柄
に
合
わ

せ
て
種
糸
を
作
り
、
縦
糸
と

横
糸
を
別
々
に
染
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ミ
リ
単
位

の
細
か
い
作
業
が
続
き
ま
す
。

「
こ
の
段
階
で
手
を
抜
く
と
、
織
る

時
に
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
織
り
に
か

か
れ
ば
、
も
う
八
割
方
で
き
た
の
と
同

じ
で
す
よ
」

は
た

羅
双
樹
の
工
房
に
は
二
台
の
機
が
並

ん
で
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
山
陰
の
農
家

か
ら
譲
り
受
け
た
古
い
も
の
で
す
。

「
手
で
織
っ
た
も
の
は
、
使
う
人
に

気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す
か
ら
、
い
い
か

げ
ん
に
は
で
き
ま
せ
ん
」

機
に
向
か
う
の
は
、
自
分
が
一
番
乗

り
や
す
い
時
間
帯
。
作
品
の
素
材
や
色

合
い
、
形
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
織

り
続
け
る
た
め
、
作
業
は
深
夜
に
な
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

作
品
は
年
四
回
の
展
示
会
で
即
売
さ

れ
ま
す
。
着
物
（
反
物
）
、
洋
服
地
の

は
か
、
マ
フ
ラ
ー
や
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
。
以
前
は
、
萩
焼
き
の
人
間
国
宝
、

三
輪
休
雪
さ
ん
の
作
品
を
包
む
「
茶
碗

布
」
も
納
め
て
い
ま
し
た
。

「
流
行
は
追
い
ま
せ
ん
。
今
は
細
い

糸
を
使
っ
て
、
繊
細
な
も
の
を
追
っ
か

け
て
い
ま
す
」
と
幹
雄
さ
ん
。
頑
固
な

．
職
人
魂
の
持
ち
主
で
し
た
。

（

℡
水
巻
町
の
素
顔
を
追
っ
た
カ
メ
ラ
リ

ポ
ー
ト
い
か
が
で
し
た
か
。
昼
間
の
様

子
は
、
普
段
見
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

深
夜
や
早
朝
と
も
な
る
と
、
な
か
な
か

目
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
深
夜

の
集
中
治
療
室
や
豆
腐
屋
さ
ん
、
早
朝

の
パ
ン
屋
さ
ん
や
新
聞
版
毒
所
、
町
は

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
広
報
マ
ン

の
特
権
？
を
味
わ
っ
た
2
4
時
間
で
し
た

が
、
久
し
振
り
の
完
全
徹
夜
、
3
8
歳
の

体
に
は
少
々
こ
た
え
ま
し
た
。
Ｃ
嶋
田
）

車
マ
ラ
ソ
ン
取
材
は
さ
す
が
に
疲
れ
ま

し
た
。
撮
っ
た
写
真
は
四
百
枚
、
走
行

距
離
百
キ
ロ
、
眠
気
覚
ま
し
に
八
杯
の

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
ま
し
た
。
取
材
中
「
歩

道
に
穴
が
問
い
と
る
ば
い
」
と
か
「
敬

老
の
日
の
品
物
が
届
い
て
な
い
よ
」
と

い
う
苦
情
も
。
一
日
で
百
人
以
上
に
出

会
い
ま
し
た
。
体
調
が
四
日
間
戻
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
「
8
月
骨
は
お
も

し
ろ
か
っ
た
よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た

と
き
は
、
ジ
ー
ン
と
き
ま
し
た
。
（
野
口
）
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